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10. 故障かなと思ったら

異常があった場合、確認して下さい。

※リモコンボタンを押してもドアランプが点滅しない。

1　ドアセンサーの前に物が置かれてある。
2　リモコンの電池が切れている。
3　センサードアが完全に閉まっていない。
4　本体に電気が来ていない。
5　リモコンセットがされていない。

※リモコンボタンを押してもリモコンの赤ランプが点灯しない。または点灯しても暗い。
この場合は電池を交換して下さい。

交換用電池　23A(セキュリティー用)12V・・・家電量販店、ホームページなどで入手できます。

※ドアランプは点滅するけれど、ドアが開かない。異常警告ランプを見て下さい。

異常警告ランプの見方

プリント基板上に異常が発生した時、黄色のランプが点滅します。
点滅の回数で発生箇所が特定できます。
異常事態の時、点滅回数を確認して下さい。
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ベルトがたるんだ場合

次の注意事項を守ってご使用ください。注意事項を守らないと
ケガや事故につながる恐れがあります。
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注意
注意　　ドアに挟まれない様、注意して作業して下さい。
　　　　急にドアが動き出さない様、リモコンは不用意にさわらないで下さい。

手動で素早くドアを開けると、ベルトがたるんだままになる事があります。
故障ではありません。ベルトが伸びた状態で巻き取りが引掛かったのが原因です。
この場合はベルトをさらに引いて手を離すと巻き取りが始まり、元に戻ります。

センサーのアースについて

次の注意事項を守ってご使用ください。注意事項を守らないと
ケガや事故につながる恐れがあります。注意

注意　　作業の前に必ず電源を抜いてから取り掛かって下さい。

時 ド々アが開かない。センサーが動いてもドアがストップしない。こんな症状が出たら、
ドアセンサーのアースを確認して下さい。外側から見て、ボトムゴム（右下）の中です。
めくって見て下のアース線が見えます。
ネジで金属部分を固定してありますが、ネジが緩む事があり接触不良を起こします。
強く締め直して下さい。



オープンセンサーのトラブル

1３

●オープンセンサーも異常の時は異常ランプが8回点滅します。

　→業者へ連絡してください。

●オープンセンサー（開戸感知器）の間隔が大きすぎるとセンサーが動かない為、
ドアが開かなかったり、上がったまま下りて来なかったりします。

※本体側のマグネットスイッチは出っ張り具合のアジャストが±２mmほど調整できます。
　間隔の調整が必要です。

※ドアの片寄りの為、間隔が大きくなる事があります。ドアが正しく施工されているか
　チェックしてください。

※オープンセンサーの断面。配線がドライブシャフトに触っている場合は断線する事が
あります。

クローズセンサーのトラブル

●クローズセンサーの異常の時は異常ランプが9回点滅します。

　→業者へ連絡してください。

●クローズセンサー（閉戸感知器）間隔が大きすぎるとセンサーが動かない為、
ドアが開かない事があります。本体側のマグネットスイッチとドア側マグネット
の間隔は3mmが適正です。

※本体側のマグネットスイッチで間隔を２mmに調節して下さい。

※マグネットスイッチは可動式なので、コードの断線も考えられます。

オープンセンサー クローズセンサー



ガレージドアが下りてこない
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●異常ランプが７回点滅します。

　→業者へ連絡してください。

●ガレージドア全開の時
1.　ドアが上がり過ぎて、モーターで閉まり難い
2.　時々閉まらない事がある
3.　少し手で下げると動き出す
4.　モーターが重そうな音で回っている

このような症状の時は、ドア全体が上がり過ぎているのが原因と考えられます。
両サイドにあるストッパーゴムを調節して下さい。

※両サイドのストッパーゴムが当たっているピンを１段下げる。６cm位下に１段下げる為の
穴があります。ゴムを下げて、ピンをたたいて抜き、付け直して下さい。

※ピンを１段下げた分ストッパーゴムが下がります。ドアのローラーはここで止まります。

※中から見て左側にオープンリミットスイッチがあります。このスイッチも１段下げる必要が
あります。ピンと同じ様に１段下ろして取り付けて下さい。一度配線を外してから、元の様に
付け直します。
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１１．トラブルシューティング
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１３.アフターサービスについて

修理サービスを依頼される前に

　取扱説明書P.10ページの「９.故障かな?と思ったら」の項を参照して確認して
　ください。

保証書と保証期間

　お渡しする書類の中に保証書があります。取扱店で所定事項を記入してからお渡し
　しますが記入がない場合、あるいは間違っている場合は取扱店にご連絡ください。
　記載内容をご確認いただき、大切に保管してください。

　　　保証期間は納品日から１年１か月です。

修理を依頼されるとき

《保証期間中》

　　修理に際しては、保証書の規定に従って修理させていただきます。

《保証期間が過ぎているとき》

　　修理する事で使用可能な商品については、ご希望により修理させていただきます。

《修理料金》

　　基本料＋作業料＋部品代で構成されます。
　　交換部品はアドヴァンホームページより購入いただくことも可能です。

https://www.advan.co.jp
　　作業員の手配は株式会社アドヴァン　商品部技術課にお問い合わせください。

《ご連絡していただきたい内容》

　（１）ご住所、ご氏名、電話番号
　（２）商品名
　（３）シリアルナンバー
　（４）納品日
　（５）故障内容、異常の状況
　（６）ご訪問希望日
　　※当社では当社取扱商品のご購入者さま、および流通業者さま等の商品納入に
　　当って取得した個人情報は、将来にわたる品質保証、メンテナンス、その他
　　当社のプライバシーに記載されている目的のためにのみ利用させていただきます。
　　個人情報についての詳細は当社のホームページをご覧ください。

　　アドヴァンホームページ（https://www.advan.co.jp/treatment.html）

　　株式会社アドヴァン　商品部技術課

　　　　　　　　TEL : 03-3475-0219    対応時間　９：００〜１８：００
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１４．定期メンテナンスのご案内

　トレンティーノ・ガレージドアを末長く安心してご利用頂くために、弊社専門スタッフによる

定期的なメンテナンス（有償）をお薦めしております。

可動部を中心としたオイル類の塗布、ワイヤーやボルト類の点検・整備などを行うことにより

故障を未然に防ぎ、良いコンディションを保つことが出来ます。

例えばサイドローラー（消耗品）が減っている状態で使い続けるとモーターユニットの寿命を

大幅に縮め、高額な修理代を要することもございます。

　このような事態を防ぐためにも、2年ごとを目安としたメンテナンスをご依頼頂きたく

お願い申し上げます。

【メンテナンスに関するお問い合わせ】　　　　　

　　　　　　　　　株式会社アドヴァン　開発部　技術課

　　電話　：　　03-3475-0219 

　　FAX　： 　　03-3475-0416

　　e‐mail　：　tech02@advan.co.jp 　

各消耗部品の対応年数（目安）は以下の通りです。

耐用年数

扉の開閉時に左右のバランスを維持するローラー 4年

４～6年

7～10年

7～10年

【費用について】

　　出張作業費￥35,000～（地域による）　+　部品代となります。（税別）

　　メンテナンス時に交換の必要な部品が見つかった場合は、その場でご報告し承諾を

　　いただいた上で交換させて頂きます。

扉を開閉させる心臓部

リモコンからの信号を受信し、信号を送る基盤

メンテナンスは2年ごとに弊社へご依頼ください。

機能

開閉時の下部障害物を感知するセンサー

部品名

サイドローラー

ラバータッチセンサー

モーターユニット

メイン基盤
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